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活
動
で
の
体
感
を
社
会
人
基
礎
力
と
し
て

定
着
さ
せ
る
〜
通
常
授
業
の
ケ
ー
ス
〜

京
都
産
業
大
学
経
営
学
部

授
業
の
目
標
を
書
き
、

授
業
後
に
12
の
能
力
要
素
の
発
揮
を
得
点
化
。

自
己
管
理
へ
の
ゆ
る
や
か
な
自
覚
を
促
す

「
主
体
性
」
で
あ
る
「
物
事
に
進
ん
で
取
り
組
む
姿
勢
」
の
育
成
を
重
視
し
た
と
言
い
ま
す
。

チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
学
び
合
う
関
係
を
作
る
の
が
先

　

こ
の
授
業
は
、
通
常
の
英
語
講
読
の
授
業
と
は
異
な
り
、
英
語
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
習
得
し
よ
う
と

す
る
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
前
半
（
８
回
ま
で
）
は
、
徹
底
的
に
ク
ラ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
、
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
学

生
同
士
が
学
び
合
う
関
係
性
を
作
っ
て
か
ら
、

徐
々
に
英
語
の
授
業
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

最
近
の
大
学
生
の
多
く
が
精
神
的
に
も
ろ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
仲
間
と
の
関
係
の
中

で
学
べ
る
「
主
体
性
」
を
育
む
こ
と
こ
そ
が

必
要
だ
と
い
う
考
え
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

英
語
の
授
業
と
い
っ
て
も
予
習
は
要
求
せ

ず
、
グ
ル
ー
プ
で
の
ゲ
ー
ム
感
覚
の
授
業
の

中
で
、
英
語
の
力
と
「
社
会
人
基
礎
力
」
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
は
学
生
自
身
が
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
よ

く
し
て
い
く
よ
う
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
徹

し
て
い
ま
す
。

英
語
の
授
業
で
「
物
事
に
進
ん
で
取
り
組
む
姿
勢
」
を
育
成
す
る

　
「
外
書
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
経
営
学
部
１
年
生
全
員
を
対
象
と
し
た
専
門
科
目
で
、
経
営
学
に
関
す
る
基

本
的
な
英
語
の
学
習
を
目
的
と
し
た
授
業
で
す
。
こ
の
授
業
を
受
け
な
い
と
２
年
生
か
ら
始
ま
る
本
ゼ
ミ

に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
複
数
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
学

部
の
専
門
の
教
員
が
学
生
を
約
25
人
ず
つ
分
担
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
後
藤
文
彦
教
授
が
担
当
す
る

ク
ラ
ス
で
は
授
業
の
中
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
も
育
成
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
、
授
業
の
前
後
に
活
動

振
り
返
り
シ
ー
ト
の
記
入
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
振
り
返
り
の
項
目
の
一
部
に
、「
社
会
人

基
礎
力
」
の
12
の
能
力
要
素
の
発
揮
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
、
ゆ
る
や
か
な
自
覚
を
促
す
試
み
を

実
施
し
ま
し
た
。
授
業
で
は
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
う
ち
、
特
に
「
前
に
踏
み
出
す
力
」、
そ
の
中
で
も
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い
ま
す
。

　

最
終
的
な
成
績
評
価
は
、
授
業
で
の
学
生
の
活
動
の
様
子
に
加
え
、
こ
の
シ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
学

生
の
記
述
を
も
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
は
、
こ
の
「
ゴ
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」
の
他
、
事
前
、
中
間
、
事
後
の
自
己
評
価
は
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
他
者
評
価
や
面
談
な
ど
は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。「
社
会
人
基
礎
力
」
に
関
し
て
、

他
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
他
人
の
目
が
気
に
な
り
行
動
が
制
限
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
考
え
か
ら
で
す
。

　

毎
回
の
「
ゴ
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」
の
一
番
の
狙
い
は
、
自
分
で
自
分
の
行
動
を
管
理
す
る
こ

と
で
す
。
毎
回
の
授
業
で
目
標
を
決
め
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分
で
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
（
授
業
を
受

け
る
）。
授
業
終
了
時
の
記
入
で
は
、
ど
ん
な
活
動
が
で
き
た
か
振
り
返
り
、
自
ら
気
付
か
せ
る
。
こ
う

し
た
行
動
管
理
を
促
す
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
こ
と
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
英
語
の
得
意
で
な
い
学
生
、
嫌
い
な
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
る
た
め
、
英
語
へ
の
関
心
を
高
め
、

少
し
で
も
苦
手
意
識
を
な
く
す
と
同
時
に
、
将
来
必
要
と
な
る
チ
ー
ム
で
の
活
動
の
た
め
の
基
本
的
な
力

も
育
て
よ
う
と
、
現
在
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
主
体
の
授
業
展
開
に
し
た
の
が
、
授
業
改
善
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
学
生
の
「
ゴ
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」
の
記
述
か
ら
は
、
英
語
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い
て
も
「
グ
ル
ー
プ
内
の
役
割
分
担
の
大
切
さ
に

気
付
い
た
」
な
ど
チ
ー
ム
活
動
か
ら
の
気
付
き
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
全
15
回
。
最
初
の
３
回
は
、
ペ
ア
紹
介
、
共
通
項
探
し
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
ク
ラ
ス
作
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
ボ
イ
ス
・
オ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
」
の
中
の
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人
向
け
に
１
０
０
０
語
の
単
語
だ
け
を
用
い
る

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
を
教
材
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
集
中

す
る
前
半
の
８
回
ま
で
は
、
こ
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
の
一
項
目
で
あ
る
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
、
チ
ー
ム
ご
と
に
競
わ
せ
な
が
ら
解
か
せ
て
い
き
ま
す
。

　

後
半
は
、
１
０
０
０
語
の
英
英
単
語
集
の
中
か
ら
経
営
学
で
使
う
単
語
を
拾
い
、「
ぴ
っ
た
り
の
日
本

語
訳
を
チ
ー
ム
で
見
つ
け
な
さ
い
」
と
い
う
課
題
を
出
し
ま
す
。
10
分
間
で
、
辞
書
を
引
き
な
が
ら
チ
ー

ム
で
話
し
合
い
、
最
も
日
本
語
ら
し
く
訳
し
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
、
と
い
う
形
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
ご
と
に
競
わ
せ
な
が
ら
、
英
語
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

自
己
管
理
の
た
め
の
「
ゴ
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」

　

振
り
返
り
の
特
色
は
、
毎
授
業
「
ゴ
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」（
ｐ
３
３
６
参
照
）
を
用
い
て
、

授
業
ご
と
の
目
標
と
授
業
後
の
振
り
返
り
を
書
か
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
授
業
の
最
初
に
そ
の
日
の
授
業

内
容
を
説
明
し
た
後
、
学
生
に
そ
の
日
の
「
授
業
の
目
標
」
を
書
か
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
日
の
授
業
で

「
意
識
し
て
行
動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
﹃
社
会
人
基
礎
力
﹄
の
能
力
要
素
」
に
３
分
間
で
○
（
複
数
可
）

を
付
け
さ
せ
ま
す
。
授
業
後
に
は
、
目
標
に
対
す
る
振
り
返
り
を
書
か
せ
、「
社
会
人
基
礎
力
」
に
つ
い

て
は
「
発
揮
で
き
た
程
度
」
を
５
点
満
点
で
付
け
さ
せ
る
形
で
自
己
評
価
さ
せ
て
い
ま
す
（
12
要
素
で
60

点
満
点
）。
こ
の
「
ゴ
ー
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」
は
、
教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
次
週
に
返
し
て
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ゴール・セッティング シート

 
 
 
 
 

分  類 能 力 要 素 内     容 
この時間中に 

特に意識しよう 

と思うもの○印 

事後評価 

５点満点 

前に踏み出す力 

（アクション） 

主体性 

物事に進んで取り組む力 

 例）指示を待つのではなく、自らやるべきことを見つけて 

積極的に取り組む。 

 

／５ 

働きかけ力 

他人に働きかけ巻き込む力 

 例）「やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向かって 

周囲の人々を動かしていく。 

 

／５ 

実行力 

目的を設定し確実に行動する力 

 例）言われたことをやるだけでなく、自ら目標を設定し、 

   失敗を恐れず行動に移し、粘り強く取り組む。 

 

／５ 

考え抜く力 

（シンキング） 

課題発見力 

現状を分析し目的や課題を明らかにする力 

 例）目標に向かって、自ら「ここに問題があり、解決が 

必要だ」と提案する。 

 

／５ 

計画力 

課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力 

 例）課題の解決に向けた複数のプロセスを明確にし、 

「その中で最善のものは何か」を検討し、それに 

向けた準備をする。 

 

／５ 

創造力 

新しい価値を生み出す力 

 例）既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決 

方法を考える。 

 

／５ 

チームで働く力 

(チームワーク) 

発信力 

自分の意見をわかりやすく伝える力 

 例）自分の意見をわかりやすく整理した上で、相手に 

理解してもらうように的確に伝える。 

 

／５ 

傾聴力 

相手の意見を丁寧に聴く力 

 例）相手の話しやすい環境を作り、適切なタイミングで 

質問するなど相手の意見を引き出す。 

 

／５ 

柔軟性 

意見の違いや立場の違いを理解する力 

 例）自分のルールややり方に固執するのではなく、相手 

の意見や立場を尊重し理解する。 

 

／５ 

情況把握力 

自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力 

 例）チームで仕事をするとき、自分がどのような役割を 

果たすべきかを理解する。 

 

／５ 

規律性 

社会のルールや人との約束を守る力 

 例）個々の職業倫理に照らし、自らの発言や行動を 

適切に律する。 

 

／５ 

ストレス 

コントロール力 

ストレスの発生源に対応する力 

 例）ストレスを感じることがあっても、成長の機会だと 

ポジティブに捉えて肩の力を抜いて対応する。 

 

／５ 

  
 

合計 ／60 

 


